◆自主防災組織の役員・災害時に必要な施設
	団体名
	

	自主防災組織
	会　長
	　　　　　　　　　電話　（　　　）

	
	副会長
	　　　　　　　　　電話　（　　　）
　　　　　　　　　電話　（　　　）

	
	本部の位置
	

	
	防災倉庫位置
	

	
	防災倉庫の鍵の保管者
	　　　　　　　　　電話　（　　　）

	
	防災資機材
	別紙一覧のとおり

	地震発生時
	一時避難地
	

	
	避難所
	　　　　　　　小･中学校

	
	避難所の倉庫の鍵の保管者
	　　　　　　　　　電話　（　　　）

	風水害時の避難場所
	学校

	
	公民館(土砂災害警戒区域内不可)

	救護施設(近隣の施設に○印記入)
	救護所
	錦田小学校・西小学校・中郷西中学校・順天堂大学

	
	救護医院
	[旧市内地区]
鈴木整形外科医院(泉町)、山口医院(栄町)、
三島メディカルセンター(南本町)、辻林内科(加茂川町)、
川崎内科医院(北田町)、がくとう整形外科クリニック(南町)
 [北上地区] 
芹沢病院(幸原町)、とくら山口医院(徳倉)、
渡辺整形外科(萩)
[中郷地区] 
後藤医院(梅名)、三愛医院(中島)、
高野内科循環器科クリニック(長伏)、三島共立病院(八反畑)、川島胃腸科外科クリニック(松本)、斉藤医院(大場)

	
	救護病院
	JCHO三島総合病院(谷田／災害拠点病院)、
三島東海病院(川原ヶ谷)、三島中央病院(緑町)

	市災害対策本部
	電話　　９８３－２６５０
　　　　９７５－３１１１（市役所代表番号）


※自主防災組織の各世帯に配布し、災害時の市民の行動や必要な施設を周知するための資料です。
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○役員・各班の役割
	班　名
	災害時
	平常時

	会長(副会長)
	・自主防災活動の指揮
・自主防災本部の運営(会長の補佐･代理)
	・本組織の代表としての各班の活動の総括(会長の補佐･代理)

	防災委員長　　防災委員
	・会長の補佐、各班の統括
・自主防災本部の設置
・避難行動要支援者名簿、世帯台帳、人材台帳の用意
	・防災訓練の企画
・地域の自主防災地図の作成
・自主防災組織編成表の作成
・世帯台帳･人材台帳の作成
・防災資機材の整備計画の作成
・避難所運営基本マニュアルの周知

	情報･啓発班
	・地域の被害状況の把握・伝達
・市災害対策本部からの情報伝達
・デマ防止
・避難所運営本部との連絡調整
・他自主防災組織との連絡調整、連携
・市災害対策本部への被害報告
	・防災知識の普及、啓発
・自主防災活動の情報収集
・安否確認(黄色いハンカチ作戦等)の
啓発

	消火･生活班
	・出火場所の確認
・消火活動人員の割振り、活動指示
・消防署への連絡
・炊き出し及び食料の調達
・飲料水･生活必需品等の調達･配分
	・消火器・可搬式消防ﾎﾟﾝﾌﾟの使用方法の指導
・消火訓練の実施
・感震ブレーカー設置の周知
・非常持出品の広報啓発
・炊き出し用具の備蓄

	救出・救助班
	・要救出者の確認
・救出人員の割振り･救出指示
	・救出用資機材の調達と整備
・救助技術の習得
・救出・救助訓練の実施

	衛生・救護班
	・搬送人員の割振り
・重傷者･中等症者の搬送
・軽症者の応急処置
・食中毒･伝染病の予防
・し尿処理対策の実施
・ごみの収集所の管理
	・応急手当や衛生知識の普及
・し尿処理の対策検討
・ごみ処理対策の検討

	避難誘導班
	・避難誘導の指揮
・安否確認情報の収集
・安否不明者の取りまとめ
・在宅避難者の把握
	・集会所･危険箇所の安全点検
・避難訓練の実施

	要配慮者班
	・要配慮者(高齢者、障がい者)の避難誘導
・要配慮者の安否確認の指揮
・要配慮者の把握
	・避難行動要支援者名簿の作成協力
・避難支援の個別支援計画の作成

	安全点検･防犯班
	・ブレーカー遮断の実施・ガス等の消し忘れ防止の周知
・地域内の安全点検
・盗難等防犯の防止
	・防災倉庫の防災資機材の管理・点検
・地域内の巡回点検
・地域の危険物調査
・防犯訓練の実施


令和　　年度　自主防災組織編成表(班別組織)














災害時の市民行動計画





2019.4





身の安全の確保





3つの安全確保行動1-2-3





地震(災害)発生





身の回りの状況確認（揺れがおさまる）


○火元の確認　○家族の安全確認　○靴を履く　○出口の確保





情報収集・隣近所の状況確認


○ラジオをつける！　○同報無線を聞く　○隣近所の被害状況確認





一時避難地(地区集会所・近くの公園等)に避難


→地域で協力した自主防災活動


○初期消火　○住民の安否確認　○救出・救助


○救護活動　○高齢者等の避難支援　○避難所開設


地区集会所、駐車場に自主防災本部設置





自宅が無事・余震でも大丈夫か確認





自宅が焼失・全半壊





指定避難所(小中学校等)の


グラウンドに集合





自宅で避難生活


○プライバシーが確保できる


○食料や布団などの生活物資が備わっている





体育館で避難生活





ガスの元栓閉める


電気のブレーカーを切る





（出典：日本シェイクアウト提唱会議）
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※自主防災対策本部は、会長・副会長・


防災委員及び各班の班長で構成する。





副会長


氏　名


住　所　


電　話





住　所　


氏　名


電　話





防災委員長


氏　名


住　所　


電　話





情報・啓発班


班長


班員





会　長


氏　名　


住　所　


電　話　


ＦＡＸ　





安全点検・防犯班


班長


班員





衛生・救護班


班長


班員





要配慮者班


班長


班員





消火・生活班


班長


班員





救出・救助班


班長


班員





避難誘導班


班長


班員





防災委員


氏　名


電　話


氏　名


電　話




















